
                        

2022年 12月 17日現在 

FISUワールドユニバーシティゲームズ（成都） 

 日本代表選手選考について 

 

◆日本学生陸上競技連合（以下、日本学連）としての選考基本方針 

FISUワールドユニバーシティゲームズ競技大会（成都）（以下、本大会）の選手団編成方針は、 

日本オリンピック委員会（JOC）が定めた派遣枠を基に、本大会でメダル獲得または入賞が期待

される競技者を選考し編成する。 

◆大会日程（開催地） 

2023年 7月 28日～8月 8日 （中国、成都市）＜陸上競技8月 1日～8月 6日＞ 

 

Ⅰ．選考競技会 

 １．ハーフマラソン 第26回日本学生ハーフマラソン選手権大会（東京都・立川市） 

     2023年 3月 12日 

           第 26回日本学生女子ハーフマラソン選手権大会（島根県・松江市） 

   2023年 3月 19日 

 ２．競歩      第 17回日本学生20㎞競歩選手権大会（石川県・能美市） 

        2023年 3月 19日 

※ハーフマラソン・競歩については、出場者のうち2023年度日本学連普通会員登録を予定さ

れている者が選考対象となる。 

 

 ３．上記以外の種目 2023年日本学生個人選手権大会（＊）（神奈川県・平塚市） 

   ※男女10000ｍ・男女混成競技の選考競技会を、同大会内において実施する。 

                                 2023年 4月 21日～23日 

     

Ⅱ．選考方法 

基本条件 

日本国籍を有しFISU(世界大学スポーツ連盟)が定める基本条件等を満たし、かつ、2023年度日

本学連普通会員登録をしている競技者を選考対象とする（日本学連・普通会員の資格に関する規

程参照）。ただし、日本国籍を有し海外の大学に留学をしている場合は日本学連普通会員登録が

なくても選考対象とする。 

 

※選手の参加年齢条件は、FISUが定める18歳～27歳（2023年末時点。1996年 1月 1日から 

2005年 12月 31日の間に生まれた者。）である 

選考基準 

１．以下(1)(2)の条件をいずれも満たした者を選考対象者とする。 

なお、選考対象者の中から下記２・３に従いさらに選考をするので、以下(1)(2)の条件を満た



した場合でも代表選手となるとは限らないことに留意されたい。 

 

 (1) 派遣標準記録有効期間内に、派遣標準記録（表1）を突破すること。 

   ただし、リレー種目について、メダル獲得可能性、関連する個人種目の選考状況、他のリレー

の編成等を踏まえてリレーチームの編成・派遣を決定する場合は、個人としては(1)の条件を満

たしていない競技者を選考対象者に加え、代表選手とすることがある。 

 

 (2) 前記Ⅰの選考競技会において8位以上に入賞（※）すること。 

    （※）長距離種目および競歩については、前記基本条件を満たす者のうち上位 8 名以上と

する。 

 

ただし、以下①②のいずれかに該当する場合は、(2)の条件を要しないものとする。 

 ① 既に(1)の条件を満たしている者が、WA 関連の国際大会等または日本陸連の派遣大会

に出場するため選考競技会に出場できない場合で、選考競技会のエントリー締切日の 1

週間前までに日本学連に指定の書式でその旨を届け出て、承認を得た場合。 

② 日本国籍を有し海外の大学に留学をしている者が、同一種目の他の選考対象者よりも

高い記録で(1)の条件を満たし、かつ、本人が2023年 3月末日までに本大会への出場を

希望する旨を日本学連に伝えた場合。 

  注）男女ハーフマラソンおよび男子競歩については、過去の団体成績を踏まえ、選考競技会終了

時点で上位 3 名を代表選手に内定した上で、他種目を含めた全体選考の際に、追加選考の有

無を決定する。 

 

２． 同一種目において選考対象者が複数いる場合は、選考競技会において順位が上位の者を優先す

る。 

ただし、同一種目において、上記１(2)本文に基づく選考対象者と、同ただし書きに基づく選

考対象者とがいる場合は、上記１(1)の突破記録等を勘案して、メダル獲得または入賞の可能性

の観点から優先順位を決定する。 

 

３． JOCから陸上競技に割り当てられた全体の派遣枠数に達するまで、全種目の選考対象者の中か

ら、本大会においてより上位を獲得することが期待される競技者から順に、代表選手として選考

する。 

なお、各種目のエントリー人数の上限はFISUの規定により、男女ハーフマラソンおよび男女

競歩は最大5名、男女10000mは最大3名、他の種目は1種目2名以内と定められている。ある

種目の代表選手となった競技者が、別種目について上記１の条件を満たしていないものの当該別

種目でもメダル獲得または入賞が期待されるときには、当該別種目にもエントリーする場合があ

る。 



また、上記の手順により代表選手の選考を行った結果、全体の派遣枠数に達しなかった場合

に、上記１の条件を満たさないものの本大会において入賞が期待される競技者がいるときは、当

該競技者を代表選手として選考することができるものとする。 

 

４．代表選手は、日本学連の理事会の承認を経て、JOC理事会にて正式決定する。 

 

Ⅲ．標準記録有効期間  

 派遣標準記録 有効期間 （男子・女子共通） 

ハーフマラソン(男子) 2022年 1月 1日～2023年 3月 12日 

ハーフマラソン(女子) 2022年 1月 1日～2023年 3月 19日               

競歩 2022年 1月 1日～2023年 3月 19日               

一般種目（上記以外） 2022年 1月 1日～2023年 4月 23日 

 

 Ⅳ．その他 

１．代表選手として決定した後でも本大会までに故障などのために競技力を十分に発揮できない

と強化委員会が判断した場合には代表を取り消す。その場合に、エントリー締切り前である

ときは、別の競技者（同一種目とは限らない。）を代表選手として追加選考することがある。 

２．天災、その他の理由で選考競技会が中止になった場合は、代替の選考競技会を設定する場合

がある。また、代替の選考競技会の設定が困難な場合は、理事会の決定により、他の選考方

法によって選考する場合がある。 

３．今後、FISUによってワールドユニバーシティゲームズの開催条件や参加資格等に関する変更

があった場合は、選考方法を変更する場合がある。 

４．天災、その他の理由で本大会が延期となった場合は、内定を取り消す場合がある。 

５．代表選手には日本・中国の出入国に関しコロナワクチンを一定回数以上接種していることが

義務付けられる可能性がある。 

 

（参考：JOCの派遣方針） 

  日本代表選手は原則として現役大学生として、将来オリンピック等国際大会で活躍が期待で

きる者として推薦された中から選考する。 

 

 

 

 

 

表 1、FISUWUG（成都）派遣標準記録 

 ※過去3大会の6位相当平均（日本学生ランキング10位相当がこれを上回る場合は当該記録）を目安に設定 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別表① FISU の設定するエントリー資格記録 

男子 種目 女子 

10.30 100m 11.55 

20.85 200m 23.65 

46.45 400m 52.35 

1.48.20 800m 2.03.20 

3.43.00 1500m 4.20.00 

13.40.00 5000m 15.50.00 

28.30.00 10000m 33.20.00 

1：04.00 ハーフマラソン 1:16.00 

- 100mH 13.40 

13.75 110mH - 

49.95 400mH 57.60 

8.40.00 3000mSC 10.05.00 

1：25.00 20kmW 1：36.00 

 4×100mR  

 4×400mR  

2.20 走高跳 1.83 

5.30 棒高跳 4.25 

7.75 走幅跳 6.25 

16.30 三段跳 13.25 

19.40 砲丸投 16.70 

59.00 円盤投 54.00 

72.00 ハンマー投 64.00 

77.00 やり投 56.00 

- 七種競技 5500 

7300 十種競技 - 



 

 


